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はじめに
　周術期感染症は主に手術部位感染症（surgical 
site infection : SSI）と肺炎，尿路感染症，カテー
テル関連感染症などの遠隔部位感染症（remote 
infection : RI）の 2 つに大別される 1 ）が（図 1 ），
どちらも患者の身体的・精神的苦痛を増すばかりか，
治療にともなう入院期間の延長，医療コストの増大
など多くの不利益を被る．SSIに関しては全国的に
サーベイランス 2 ）が行われており（図 2 ），サーベ
イランスを行うことにより自施設の現状を把握し，
適切な対策を検討・導入してその発生率の低下を図
ることが多くの施設で実践されている．RIに関し
てはサーベイランスが行われている施設がまだまだ
少ないが，今後，必要性が増して来ると予想される．
　周術期感染対策，特にSSIに関しては，国内外の
組織や各学会から，術前，術中，術後と周術期感染
対策のガイドラインが多岐にわたり報告されている
3)–6)．しかしながら，実際にはそのエビデンスレベ
ルはまちまちであり，現在，広く取り入れられてい
る主なもの（図 3 ）について概説する．各施設の患
者や疾患の構成，感染症の発生状況によってその対
策は練られるべきであり，それぞれの対策内容の詳

細については紙面の都合もあるため成書を参照して
いただきたい．

術前対策（外来－病棟）
　対策は手術入院前の外来の時点から始まる．糖尿
病患者の血糖値コントロール，歯周病のチェック・
治療を含む口腔内ケア，禁煙指導など，必要があれ
ば専門診療科へのコンサルテーションを考慮する．
心・胸部手術や人工関節手術では，術前の鼻腔内
MRSAの監視培養，ならびに保菌者に対する除菌を
検討する．また，手術直前の入院とすることにより，
病院内という市中に比べて感染リスクが高い特殊な
環境への曝露期間を短くすることを心がける．入院
後，病棟では全身および手術野の衛生状態を保つた
めに術前のシャワー浴や，必要に応じて消毒薬によ
るシャワー浴なども考慮する．

術中対策（手術室）
　手術当日は手術室内での徹底した感染対策が重要
となる．手術の妨げとなるようであれば，ハサミや
クリッパーによる最低限の除毛を行う．皮膚の消毒
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